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本研究は､地中熱源ヒートポンプシステム性能予測プログラム『Ground Club (ヴラン

ドクラブ)』を使ってケーススタディを行うものである｡当プログラムは､北海道大学大学

院の長野克則教授､葛隆生民によって開発された『Ground Club』原版を､当社により実

務上使いやすさを向上するために入力部やヒートポンプの性能の計算方法などに改良を加

えたプログラムである((樵)北海道TLOを通して国立大学法人北海道大学からライセンス

を受けて元プログラムを改良､製品版を販売をしている)0

この､製品版GroundClubには以下のような特徴がある｡

t　時間毎の暖冷房負荷に対して､システム全体の運転シミュレーションを行えるので､

よ､り実際の運転に近い条件で､性能予測が行える｡

･任意配置で複数埋設した地中熱交換器に対する地中温度の高速計算が可能｡

･システムの認知度が低い日本でも､実際に導入を進めている顧客や設計者にその導入

効果が把握し易くするため､コスト評価だけではなく､ライフサイクルの一次エネル

ギー消費量やCO2排出量の計算も内蔵されており､ LCA(ライフサイクルアセスメン

ト)による環境性.経済性の評価が可能｡

･地中熱交換器としてシングル∪チューブとダブル∪チューブをサポート｡

･セントラル方式4方式: GSHP(土壌熱源ヒートポンプ)､灯油ポイラ+冷専チラー､

ガスポイラ+冷専チラー､ ASHP (空気熱源ヒートポンプ)の比較計算が可能｡二次

側装置は床暖房とフアンコイルをサポート｡

･日本の主要都市の気象データベースより負荷計算を自動的に行う.また､ HASPや

SMASH等の空調負荷計算ソフトの結果を利用することも可能0

･家庭用だけでなく業務用の建築物にも対応　GSHPやASHPの仕様については､製

品名を指定するのではなく､定格COPを指定するなど汎用性をもつ｡

･ユーザーフレンドリーな入力画面や､グラフィカルな出力画面を有する｡

ケーススタディ結果の詳細については､講演時に報告する予定である｡

TItrl　　　　　　　～　LI fLT y IAsI

tfft.> '/

�"<蝣*　　　　ォM

HPAN　　け

qEa岬　●Jl行目

eJl t ll

lll�"ォ　f 'II*<l

● llH ll

ll▲′　'/

EA lミ　　/州1

333'

JhRR瓦ウイノ

JトEE^n比丘

lけヽ

M?サ5凸ltt,サ

ケ111ォ(*.**

ト

T･ rfノma

.　りLt

･,L　-　l

uD.^lrpl

lEDlr■l

T l★′,◆X I

r.1

It*　　　州I八Krr　兵書ヰJBWtWl　:olw】

申　I JifW.HI　　　,ノf′　　h I/.′Jり

ホqrヨ　　　　化I Jう{ノ蝣a　　'サl

｣川　　　　　▲

SH ftゲラ7

~~ー｢撫･･
′H V●h I

Ll▼1

.　　　　　　　tm iMサ　　　　　　　　　Amulr.h

I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　■L､

図1製品版『GroundClub』表示画面




